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目

次

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
右
三
十
日
を
経
過
し
た
日
を
も
っ
て
当
該

宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
を
取
り
消
す
。

令
和
七
年
二
月
七
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

商
号　
　
　
　

株
式
会
社
プ
ラ
ナ
ル

二　

代
表
者
氏
名　

代
表
取
締
役　

遊
佐　

由
希
江

三　

�

主
た
る
事
務　

豊
島
区
南
大
塚
一
丁
目
五
十
一
番
十
八
号
大
塚

所
の
所
在
地　

Ｎ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
Ｄ
五
〇
二

四　

免
許
証
番
号　

東
京
都
知
事
⑴
第
一
〇
六
九
三
六
号

五　

免
許
年
月
日　

令
和
三
年
十
月
二
十
二
日

一　

商
号　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
株
式
会
社

二　

代
表
者
氏
名　

代
表
取
締
役　

永
井　

令
枝

三　

�

主
た
る
事
務　

港
区
六
本
木
三
丁
目
四
番
三
十
三
号
マ
ル
マ
ン

所
の
所
在
地　

六
本
木
ビ
ル
三
階

四　

免
許
証
番
号　

東
京
都
知
事
⑴
第
一
〇
五
七
一
九
号

五　

免
許
年
月
日　

令
和
三
年
一
月
八
日

◉
東
京
都
告
示
第
九
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
二
月
七
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間

東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
二
月
七
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

路
線
名　
　
　

八
王
子
国
立

二　

変
更
の
区
間　

立
川
市
錦
町
五
丁
目
三
百
三
十
四
番
地
内

三　

変
更
の
概
要　

別
図
表
示
の
と
お
り

告
　
　
　
示

○
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
七
条
に
よ
る
告
示
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…（
住
宅
政
策
本
部
民
間
住
宅
部
不
動
産
業
課
）…	

一

○
都
道
の
区
域
変
更
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
路
政
課
）…	

一

○
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
道

　

路
の
指
定
（
二
件
）
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
監
察
指
導
課
）…	
三

公
　
　
　
告

○
土
地
区
画
整
理
組
合
の
理
事
の
就
任
…
…
…
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
区
画
整
理
課
）…	

五

雑
　
　
　
報

○
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
）…	

六

告
　
　
　
示

◉
東
京
都
告
示
第
八
十
九
号

次
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
事
務
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
な
い

の
で
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六

号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
旨
告
示
す
る
。

こ
の
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
当
該
宅
地
建
物
取
引

業
者
か
ら
申
出
が
な
い
と
き
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
七
条

▷

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）
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別

図

編
入
区
域

立
川
市
錦
町
五
丁
目
地
内

都
道
八
王
子
国
立
線
区
域
変
更
略
図

高
速
自
動
車
国
道

都　
　

道

都
道

立
川

所
沢

線

至　

柴
崎
町

至 富士見町

至　

曙
町

至 谷保

錦町六丁目

青柳三丁目

錦町五丁目

柴崎町六丁目

日野市

青柳二丁目

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

区域変更箇所

面
積　

　
　

一
九　

二
四
平
方
メ
ー
ト
ル

延
長　

　
　

一
四　

四
〇
メ
ー
ト
ル

立川市

国立市

石田

多
摩
川

至 府
中

万願寺一丁目

都
道
相
模
原
立
川
線至 八王子

高速自動車国道中央自動車道

こうしゅう
　かいどう

日野本町七丁目

日野本町一丁目

至 日野台

至　

高
幡
不
動

万
願
寺
二
丁
目

万願寺三丁目

都
道
立
川
日
野
線

日野本町六丁目

都道立川青梅線

都
道

八
王

子
国

立
線

至 日野本町

都道八王子国立線

都
道
立
川
青
梅
線

都道立川日野線

至　

富
士
見
町

都道八王子国立線

都
道
立
川
日
野
線

・・

至　

立
川
南

日
野
橋

立川市
錦町五丁目

至曙町

錦町六丁目

日野橋

都道八王子国立線　都道相模原立川線

多
摩
川

至日野台

 日野市
大字日野

三
三
四

立
日
橋

至　

高
幡

24
.2
5

2
0.
26都道八王子国立線

至高幡

至日野台

大字 日野

都
道
相
模
原
立
川
線
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二

指
定
す
る
区
間

羽
村
市
羽
中
二
丁
目
二
千
八
百
四
十
番
一
地

先
か
ら
同
市
羽
加
美
一
丁
目
十
番
二
十
三
地

先
ま
で

三

指
定
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り

備
す
べ
き
道
路
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
七
年
二
月
七
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

路
線
名

都
道
立
川
青
梅
線

◉
東
京
都
告
示
第
九
十
一
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律

第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整
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二

指
定
す
る
区
間

羽
村
市
羽
加
美
一
丁
目
九
番
一
地
先
か
ら
同

市
小
作
台
三
丁
目
一
番
十
二
地
先
ま
で

三

指
定
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り

備
す
べ
き
道
路
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
七
年
二
月
七
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

路
線
名

都
道
立
川
青
梅
線

◉
東
京
都
告
示
第
九
十
二
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律

第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整
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公
　
　
　
告

土
地
区
画
整
理
組
合
の
理
事
の
就
任
に
つ
い
て

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
野
市
上
台
土
地
区
画
整
理
組
合
理
事

長
田
中
基
行
か
ら
次
に
掲
げ
る
者
が
令
和
六
年
十
二
月
二
日
付
け
で

理
事
に
就
任
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
七
年
二
月
七
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

氏　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

田
中　

基
行

日
野
市
大
字
日
野
四
百
九
十
五
番
地
の
二

田
中　
　

厚

同　

市
万
願
寺
三
丁
目
二
十
五
番
地
の
十

田
中　

幸
雄

同　

市
大
字
日
野
四
百
八
十
八
番
地
の
三

河
本　

鶴
江

同　
　
　
　
　

所
三
百
七
番
地

田
中　

浩
吉

同　
　
　
　
　

所
七
百
七
十
八
番
地

保
谷　

敏
夫

同　
　
　
　
　

所
三
百
七
番
地
の
一

雑
　
　
　
報
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発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

円

一
箇
月

円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所
電
話

〇
三（
五
二
七
六
）〇
八
一
一（
代
）
郵便番号
１０１―００５１

三

鈴

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
丁
目
三
十
二
番
地
一

三
〇

六
、
六
〇
〇

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
委
託
に
つ
い
て 

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て
、
当
せ
ん
金
付
証
票
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）

第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
か
ら
、
受
託
を
希
望
す
る
銀
行
等
は
定
め
ら

れ
た
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

令
和
七
年
二
月
七
日 

全
国
都
道
府
県
知
事
及
び
二
十
指
定
都
市
長
の
名
に
お
い
て 

全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会 

会
長

東
京
都
知
事

小 

池

百 

合 

子 

一

名
称

第
千
五
十
六
回
全
国
自
治
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

三
百
六
十
億
円

一
億
二
千
万
枚

（
三
十
億
円
を
一
単
位
（
一
ユ
ニ
ッ
ト
）
と
し
て
十
二

単
位
（
十
二
ユ
ニ
ッ
ト
）
。
た
だ
し
、
発
売
状
況
に
よ

り
、
原
則
発
売
総
額
の
百
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
限

と
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
単
位
で
増
額
す
る
場
合
が
あ
る
。
）

三

証
票
金
額

一
枚
三
百
円

四

発
売
期
間

令
和
七
年
五
月
八
日
か
ら
同
年
六
月
六
日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
額

発
売
額
三
十
億
円
に
対
し
て
十
四
億
九
千
九
百
九
十
万

円

六

委
託
対
象
事
務
の
範
囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務
の
う
ち
発
売
企

画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当
せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
額
三
十
億
円
に
対
し
て
一
億
九
千
九
百
九
十
九
万

八
千
五
百
九
十
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
額
三
十
億
円
に
対
し
て
一
億
七
千
六
百
三
十
五
万

六
百
七
十
一
円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証
票
法
そ
の
他
関

係
通
達
に
よ
る
。 

 

一

名
称

第
千
五
十
七
回
全
国
自
治
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

百
五
十
億
円

五
千
万
枚

（
三
十
億
円
を
一
単
位
（
一
ユ
ニ
ッ
ト
）
と
し
て
五
単

位
（
五
ユ
ニ
ッ
ト
）
。
た
だ
し
、
発
売
状
況
に
よ
り
、

原
則
発
売
総
額
の
百
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
限
と
し

て
ユ
ニ
ッ
ト
単
位
で
増
額
す
る
場
合
が
あ
る
。
）

三

証
票
金
額

一
枚
三
百
円

四

発
売
期
間

令
和
七
年
五
月
八
日
か
ら
同
年
六
月
六
日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
額

発
売
額
三
十
億
円
に
対
し
て
十
五
億
円

六

委
託
対
象
事
務
の
範
囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務
の
う
ち
発
売
企

画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当
せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
額
三
十
億
円
に
対
し
て
一
億
九
千
百
五
十
四
万
三

千
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
額
三
十
億
円
に
対
し
て
一
億
七
千
五
百
五
万
八
千

四
百
九
十
四
円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証
票
法
そ
の
他
関

係
通
達
に
よ
る
。 


